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【2024-2025年度】

出席免除会員欠 0名 MU 2名

出席報告

会員総数 出席計算に
用いた会員数

出席 出席率

20名 20名 16名 80.00％

【地方の人口減少をどうするか】

【幹事報告】

幹事
望月 義明

YOSHIAKI

MOCHIZUKI

① ＲＩから
＊下期の人頭分担金、123,240円
   支払いします。（回覧）
② ２６２０地区（ガバナー事務所・ガバナーエレクト
事務所）から

＊ オンラインＲＬＩパート①②ご案内（再回覧）
③ 長泉ＲＣ関係
＊ 週報（第1845回・第1846回・第1847回・
第1848回）（配布）

＊ 米山文庫、貸し出し記録（回覧）
④ 外部組織から
＊ フードバンク「てとて」より（回覧）

人口減少は静岡県の共通の問題ではあるが、それぞれ
の地域によっても傾向は違うが東部地域では、高校を
卒業して大学進学や専門学校へ進学された子どもたち
が、卒業して地元に戻ってくる割合が、他の地方と比べ
ると非常に少ない。特に女性の戻る割合は少ない。
これは、静岡県は比較的に製造業が多いことから、理
系を専門にする方なら選択が広がるが、文系や事務系
の就職希望者は、首都圏からの求人が多いこともあり、
地元へ戻っての就職には結びつかない。そんなことも
要因の一つと考えられます。
最近では、三島駅を通勤や通学に利用する方も増え
てきている。コロナ感染の時期は、リモートなどの仕事
をされる方も多かったが、コロナ感染拡大が終息する
と、移住の動きが加速している状況です。東京まで1時
間弱という通勤時間と、三島駅発で座って行けること
も魅力となり、逆に首都圏より移住される方も多く
なってきています。
この地域の魅力とは何でしょうか。住みやすく、自然
も多く、少し田舎風でもあり、安心、安全、気候も温暖、
遊ぶ所も山あり、海あり、ゴルフ場も多いですよね。
目の前には、毎日富士山が見え、少し足をのばせば箱
根にもいくことが可能です。
伊豆半島には多くの観光地と美味しい食べ物がある。
こんな魅力を数えてもきりがありませんが、住んでいる
と忘れてしまいます。
では、ロータリークラブとして、持続可能な働きとして、
安心して生活できるまちの創出のお手伝いをすること、
子どもたちがこの地域の魅力を感じてもらい、誇りに
思ってもらえるような機会を与えることも、ロータリー
クラブのこれからの目指すところだと考えます。
また、皆さんで、この地域の魅力を発掘して、次世代の
方々に伝えていきましょう。



クラブ戦略計画委員会

クラブ行動計画推進リーダー 鈴木 正明 君
「行動計画推進研修に参加して」

【米山文庫こども図書館】

「おはなし会」 1月18日（土）

令和６年１２月１日 第２６２０地区の行動計画推進ラー
ニングセミナーに参加しました。
まずＲＬＩに参加された方の所属クラブの長所短所の生

の声をオープニングムービーとして見ました。その後セッ
ションに別れ、各クラブが行動計画を立案しているかディ
スカッションをしました。その後中村パストガバナーの講演
を聞きセミナーは終了しました。
セミナーに参加して当クラブで必要なことは、まず会員

にアンケートを取り、クラブ活動への満足度を調べること
が必要だと思いました。また、今行っている奉仕活動を改
めて見直し、数値的な観点等から継続すべきかの検討が必
要だと思いました。
当クラブの奉仕活動は、ロータリアン向け（米山記念館

への奉仕）、狭い地域・年齢層への奉仕（なでしこサッカー
大会や米山文庫こども図書館の支援）、寄贈で終わる奉仕
（健康公園ベンチやこども園のオルガン）と長泉ロータリー
クラブを一般の方へのアピールが弱いのではないかと感じ
ます。
ポール・ハリス氏が「ロータリーが私たちにとって何を意

味するにせよ、世界はその活動成果によって、ロータリーを
知るのです。」と言っていました。会員増強するにも、私た
ちからこのようなロータリー活動をしていますと言うまで
もなく、ロータリークラブの活動をこの前新聞で見ましたよ
とか、言ってもらえるようなインパクトが必要だと思います。
クラブ全体の共通認識となる奉仕活動の道筋を前年度

会長幹事、当年度会長幹事、次年度会長幹事で構成される
クラブ戦略会議で議論をし、３～５年の長期的なビジョンを
作成するべきだと感じました。
奉仕をしてこそロータリアンだと思います。よりよい奉

仕活動をするためには会員増強は欠かせません。会社の規
模や社長という肩書より奉仕に興味がある方を前提に勧
誘することが一番大事だと思います。

Smile スマイル報告

・川瀬 一隆 君
途中で退出します
・鈴木 正明 君
先週休んでしまってすみません
その分今日の例会卓話がんばります
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